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菊 池 寛 



澄み、 気 冴えた 暁天の 座な どに は、 仏 種子が 知らず 知 

らず 増長して、 かすかながら も、 悟道に 似た 閃きが、 

心頭 を 去来す る ， j とが あ つ た。 

かたき 

親の 敵 を 求めて、 六十余州 を 血眼に なって 尋ね 歩 

いた 過去の 生活が、 悪夢の ように 思い出される。 父親 

を 打 たれた ときの 激怒、 復謦を 誓 つたと きの 悲壮な 決 

心、 それが 今でも まざまざと 思い出され るが、 もう 実 

y さ 

感は 伴わない。 四、 五 年の 間 は、 関東 関西と、 梭 のよ 

うに 駆け回った。 が、 そのうちに、 こんなに 焦っても、 

時機が 来なければ 討てる もので はない と 考えた。 彼 は、 

江戸に 腰 を 落ち着けて、 二 年ば かり ゆっくりと 巿中を 



ざと 浮んだ。 

「まま i- つ！ I 

「うむ！」 

中間た ちの 感嘆 は 絶頂に 達した。 

「家人な ども、 定めし 出合いました ろうな」 

中間 頭の 左 平の 言葉遣い までが、 すっかり 改まって 

いた。 中間た ち は、 嘉平 次が 斬り かかる 中間 小者な ど 

を、 左右に 斬り 払う 勇壮な 光景 を 予想して いた。 が、 

嘉平次 はもつ と 別な 点で、 自分の 武士 を 上げたかった。 

「いや、 中間 小者な ど は、 俺の 太刀先に 恐れ をな して 

誰 一人 向かって 来ぬ。 が、 さすがに 連れ添う 内儀 じ や。 
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